
（
総
務
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
臨
時
交
付
金
に
関
す
る
こ
と
。

令和元年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
百
十
三
条
第
三
項
中
「
第
六
十
五
条
第
三
号
」
を
「
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
す
る
同
条
第

四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
で
同
法
第
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
負
担
す
る
も
の
、
同
法
第
六

十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
国
庫
が
支
弁
す
る
費
用
、
同
法
第
六
十
五
条
第
六
号
」
に
、「
第
六
十
八
条
第
二
項
」
を

「
第
六
十
八
条
第
三
項
」
に
、「
及
び
」
を
「
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
条
第
二
項
第
三
号
中
「
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
交
付
金
の
額
」
の
下
に
「
、
子
育
て
の
た

め
の
施
設
等
利
用
給
付
交
付
金
の
額
」
を
加
え
る
。

（
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
二
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
平
成
三
十
一
年
度
の
予
算
か
ら
適

用
し
、
平
成
三
十
年
度
の
収
入
及
び
支
出
並
び
に
同
年
度
以
前
の
年
度
の
決
算
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
九
十
四
の
項
及
び
別
表
第
二
の
百
十
六
の
項
中
「
の
支
給
又
は
」
を
「
若
し
く
は
子
育
て
の
た
め
の

施
設
等
利
用
給
付
の
支
給
又
は
」
に
改
め
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
大
学
等
」
と
は
、
大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百

三
条
に
規
定
す
る
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
門
課
程
を
置
く
専
修
学
校
（
第
七
条
第
一

項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
「
専
門
学
校
」
と
い
う
。）を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
生
等
」
と
は
、
大
学
の
学
部
、
短
期
大
学
の
学
科
及
び
専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず

る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に
限
る
。）並
び
に
高
等
専
門
学
校
の
学
科
（
第
四
学
年
及
び
第
五

学
年
に
限
る
。）及
び
専
攻
科
（
大
学
の
学
部
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
専
攻
科
に
限
る
。）の

学
生
並
び
に
専
修
学
校
の
専
門
課
程
の
生
徒
を
い
う
。

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
確
認
大
学
等
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
の
確
認
を
受
け
た
大
学
等
を
い
う
。

第
二
章

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援

第
一
節

通
則

第
三
条

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
は
、
確
認
大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
等
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
者
で
あ
っ
て

経
済
的
理
由
に
よ
り
極
め
て
修
学
に
困
難
が
あ
る
も
の
に
対
し
て
行
う
学
資
支
給
及
び
授
業
料
等
減
免
と
す
る
。

第
二
節

学
資
支
給

第
四
条

学
資
支
給
は
、
学
資
支
給
金
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）

第
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
学
資
支
給
金
を
い
う
。）の
支
給
と
す
る
。

第
五
条

学
資
支
給
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
節

授
業
料
等
減
免

（
授
業
料
等
減
免
）

第
六
条

授
業
料
等
減
免
は
、
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
授
業
料
等
（
授
業
料
及
び
入
学
金
を
い
う
。
同
項
に
お

い
て
同
じ
。）の
減
免
と
す
る
。

（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過

措
置
）

第
十
四
条

こ
の
法
律
の
公
布
の
日
か
ら
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
別
表
第
一
の
九
十
四
の
項
中

「
若
し
く
は
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付
の
支
給
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
の
支
給
、」と
、「
実
施
」
と
あ
る
の

は
「
実
施
又
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
七
号
）
に
よ
る
同
法
附
則

第
二
条
の
認
定
」
と
す
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
四
第
四
項
の
表
第
二
十
九
条
第
一
項
の
項
中
「
支
給
認
定
子
ど
も
」
を
「
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子

ど
も
」
に
、「
支
給
認
定
の
有
効
期
間
」
を
「
教
育
・
保
育
給
付
認
定
の
有
効
期
間
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
九
条
第

二
項
の
項
中
「
支
給
認
定
保
護
者
」
を
「
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
第
一
項
第
一

号
の
項
中
「
支
給
認
定
保
護
者
」
を
「
教
育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者
」
に
、「
支
給
認
定
の
」
を
「
教
育
・
保
育
給

付
認
定
の
」
に
改
め
、
同
表
第
三
十
条
第
一
項
第
三
号
の
項
及
び
第
四
十
五
条
第
二
項
の
項
中「
支
給
認
定
子
ど
も
」

を
「
教
育
・
保
育
給
付
認
定
子
ど
も
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

地
方
財
政
審
議
会
は
、
第
九
条
及
び
前
二
項
に
定
め
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
ほ
か
、
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
り
そ
の
権
限
に

属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
処
理
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
七
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
十
八
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
を
目
途
と
し
て
、
附
則
第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検

討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

政
府
は
、
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘

案
し
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
五
月
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
八
号

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
に
関
す
る
法
律

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

大
学
等
に
お
け
る
修
学
の
支
援

第
一
節

通
則
（
第
三
条
）

第
二
節

学
資
支
給
（
第
四
条
・
第
五
条
）

第
三
節

授
業
料
等
減
免
（
第
六
条

第
十
六
条
）

第
三
章

雑
則
（
第
十
七
条
・
第
十
八
条
）

第
四
章

罰
則
（
第
十
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
真
に
支
援
が
必
要
な
低
所
得
者
世
帯
の
者
に
対
し
、
社
会
で
自
立
し
、
及
び
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
る
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
質
の
高
い
教
育
を
実
施
す
る
大
学

等
に
お
け
る
修
学
の
支
援
を
行
い
、
そ
の
修
学
に
係
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
を
安
心
し

て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
に
お
け
る
急
速
な
少
子
化
の
進
展
へ
の
対

処
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。




		2019-05-16T14:52:15+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




